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研究成果の概要（和文）：本研究はソーシャルネットワーク・インセンティブ（SNI：おつき合いやお互いさま
の規範）を活用して、「みんなと歩くまちづくり」を進め、地域に社会参加する人が増えるかどうか検証した。
得られた成果は以下の通りであった。①地域における身体活動増進の介入として、SNIに経済的インセンティブ
を組み合わせると有効であった。②身体活動の増進が社会参加に結びつくメカニズムを明らかにできた、③SNI
は心疾患患者においても同様に身体活動を増進した。

研究成果の概要（英文）：This study examined whether social network incentives (SNIs) could be used 
to promote physical activity and social participation of residents. The results obtained were as 
follows. (1) It was effective to combine SNI with economic incentives as an intervention to promote 
physical activity in the community. (2) We were able to clarify the mechanism by which promotion of 
physical activity leads to social participation. (3) SNI also promoted physical activity in patients
 with heart disease.

研究分野： ヘルスプロモーション

キーワード： ソーシャルネットワークインセンティブ　身体活動量　社会参加　健康まちづくり　社会的決定理論
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研究成果の学術的意義や社会的意義
歩行を習慣化し、適切な身体活動量を維持することは難しい。本研究の成果（ソーシャルネットワークインセン
ティブを活用した身体活動訴求戦略）は地域レベルで身体活動を促進する新しい手法として今後全国各地に発信
できる。
また、市民の手で社会参加を高める試みは、おつき合いやお互いさまの文化を地域に取り戻すきっかけとなるだ
けでなく、市民と自治体、そして企業が協働して地域の社会参加を高める先駆的な取り組みとなる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
健康行動を促進する戦略としてインセンティブは有効である。これまでも、その成果は、禁煙

（O`Connor, et al.2006）や減量（Jeffery, et al. 2012）、そして身体活動量増進（Finkelstein, et al. 
2008）のプログラムで確認されている。一方で、インセンティブの報酬の種類によって、その効
果は限定的との指摘もある。例えば、肥満者の身体活動量を増進するために経済的インセンティ
ブを用いた介入研究によると、インセンティブ群の歩数は高い目標達成率を示したが、介入期間
が終了すると、コントロール群と差がなくなるほど低下した（Mitesh, et al, 2016）。我々も、兵
庫県豊岡市をフィールドとし、歩いた歩数に応じて付与されたポイントを地域通貨と交換でき
る経済的インセンティブを用いて介入したところ、1 年目までは身体活動量を増やすことに成功
したが 3 年目には減少傾向に転じた（基盤研究Ｃ、H26～H28）。 
そこで、我々は長期的に有効な誘因として、ソーシャルネットワーク・インセンティブ（SNW

インセンティブ）に注目した。SNW インセンティブとは、無意識に他者の行動を真似てしまう
模倣行動や信頼した他者との安心した交流が生む利他的な行動を健康行動への誘因に用いるも
のである（Pentland, 2014）。例えば、身体活動増進の介入をおこなう場合、3 人組のグループを
作り、①お互いの歩数が確認できる、②個人の良い行動が他のメンバーにも報酬としてもたらさ
れるというルールを採用すると、一種の社会的圧力がかかり、SNW インセンティブとして機能
する（Mani, et al, 2013）。これは、日本人には馴染みが深い「おつき合い」や「お互いさま」の
規範を利用した戦略と言える。 
また、本研究では主要評価項目として、身体活動量に加えて市民の社会参加も評価する。厚生

労働省の「高齢者の地域社会への参加に関する意識調査（平成 10 年）」では、地域で何らかの
活動に参加している人は 60 歳以上の男性で 48.3％、女性で 39.7％であった。参加している活動
の中では、およそ半数が健康・スポーツサークルであることから、身体を動かすことは地域社会
で人と積極的にかかわりを持つきっかけになると思われる。しかし、身体活動の増進が社会参加
に結びつくメカニズムの詳細は不明であった。 
 
２．研究の目的 
本研究ではSNWインセンティブを活用して、地域で身体活動を増やせるかどうかを検証した。

さらに、身体活動が社会参加を促進するメカニズムについて考究した。具体的な研究項目は以下
の通りである。①地域住民を対象にした SNW インセンティブと経済的インセンティブの身体活
動増進に対する効果の比較【研究 1】、②住民の身体活動量と社会参加の関係メカニズムの解明
【研究 2】、③心疾患患者における SNW インセンティブの身体活動増進に対する効果【研究 3】。 
 
３．研究の方法 
【研究 1】地域住民における SNW インセンティブと経済的インセンティブの身体活動増進に対
する効果の比較 
 対象は、65歳以上の女性44名（平均年齢72±6歳）とした。対象を無作為に割付し、経済的イ
ンセンティブ単独群23名とソーシャルネットワーク・インセンティブに経済的インセンティブ
を加えたSNWインセンティブ群21名に分けた。介入期間は3ヵ月間であった。経済的インセン
ティブ単独群は、一カ月ごとの歩数が平均8,000歩以上の場合は700円/月分、1日の歩数が平均
5,000歩以上の場合は500円/月分のクオカードと引き換えられるようにした。SNWインセンティ
ブ群は、3人1組でウォーキングを実施した。また、クオカードに関しては、経済的インセンテ
ィブ単独群と同様とし、加えて、チームのうち1名が目標歩数を達成すれば他のメンバーにも報
酬がもたらされるようにした。身体活動量は歩数で評価し、介入前と介入直後、介入後6か月に
測定した。 
【研究2】地域住民における身体活動量と社会参加の関係メカニズムの解明 
 無作為抽出した 20 歳以上の兵庫県豊岡市市民を対象とした郵送アンケート 2500 通から回収
されたアンケート 897 通の内、解析項目の回答に欠損の無い 390 名分を対象とした（男/女：
204/186、平均年齢 57±17歳）。評価項目は、身体活動量として歩数（回答者の申告により回答）、 
社会関係資本項目として社会参加、挨拶、付き合い、信頼、協力、互助をそれぞれ採用した。 
 統計的解析は、共分散構造分析を用いて分析を行った。具体的には、身体活動量（歩数）、社
会参加、挨拶、付き合い、信頼、協力、互助の各項目の関係性についてパス図を作成した。仮説
モデルは、不適解が生じた場合や適合性指標において不十分な結果の場合にはモデルの修正を
行うなど、繰り返し検証を進め最終形を得た。パス図の適合率評価においては、指標として GFI 
(Goodness of fit index)、AGFI (Goodness of fit index)、RMSEA(Root mean square error of approximation)
パス係数を使用し、解析を行った。また、優位水準は 5%とした。 
【研究 3】心疾患患者における SNW インセンティブの身体活動増進に対する効果 
 熊本市在住の心不全進展ステージ B～C の心疾患患者 55 名を対象とした。対象を無作為に
SNW インセンティブ群 29 例と対照群（一人で歩く）26 例に割り付け、身体活動量と幸福度を
比較した。介入期間は 3 ヵ月間であった。 



 
４．研究成果 
【研究 1】地域住民における SNW インセンティブと経済的インセンティブの身体活動増進に対
する効果の比較 

2元配置の分散分析の結果、両群の歩数
の変化に交互作用を認めた (p=0.017)。 
SNWインセンティブ群は、介入前と比べ
て介入6か月後に有意に歩数が上がったが
(6195→7354, p=0.006)、経済的インセンテ
ィブ単独群は変化を認めなかった（右
図）。したがって、地域における身体活
動増進の介入として、経済的インセンテ
ィブとSNWインセンティブの組み合わせ
は有効であった。 
 
【研究 2】地域住民における身体活動量と社会参加の関係メカニズムの解明 

 
作成されたパス図（左図）において、身体活動量と社会参加を

含む社会関係資本項目との結びつきは、歩数→挨拶→付き合い＝
信頼＝協力を経て社会参加へと繋がっていた。すなわち、身体活
動量は人のつながり（挨拶を含む社会関係資本項目）を通じて社
会参加を促していることが明確に示された。具体的には、身体活
動から「挨拶」へ、そして「付き合い」、「信頼」、「協力」を経て社
会参加へと繋がっていた。 
 以上から、身体活動量は人のつながり（挨拶）をはじめとした社
会関係資本項目（ソーシャルキャピタル）を介して社会参加に結
びついている可能性が示唆された。すなわち、少子高齢化が進行
している地域において、身体活動と社会参加をすすめるためには、
人のつながりをパッケージにして施策を進めることが有効である
ことが示唆された。 
 

 
【研究 3】心疾患患者における SNW インセンティブの身体活動増進に対する効果 
  2 元配置の分散分析の結果、両群の歩数の変化に交互作用は認めなかったものの、幸福度に
ついてはSNWインセンティブ群の方が対照群と比べて有意に高まった。心疾患患者においては、
SNW インセンティブは幸福度を高めるこ可能性がある。 
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